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表紙―平戸港を見下ろす風景
　平戸市は長崎県北西部の平戸島とその周辺を行政区域とする。市民生活の中心は旧松浦藩松浦氏の城下町
で、鎖国前は中国・ポルトガル・オランダなどとの国際貿易港であった。当時の歴史的遺構や風景が市内の
随所に残されている。2018年にUNESCOの世界文化遺産に登録された『長崎と天草地方の潜伏キリシタン関
連遺産』は長崎県と熊本県に残る12件の構成資産からなる。うち「平戸の聖地と集落」が市内に所在する。
裏表紙―平戸城
　平戸城は別名亀岡城とも呼ばれている。平戸瀬戸に突き出た丘の上にそびえる平山城である。1599年築城
（関ヶ原の戦いに東軍＝徳川方に参戦しなかったことから、西軍に組しているのではとの嫌疑を恐れ、藩主自
らが放火し全焼させ徳川方へ恭順の意を表したといわれている）松浦藩主第29代天祥鎮信公は江戸幕府の許
しを得て平戸城を再興に着手、30代雄香棟公が着工、1718年第31代松英篤信公の時亀岡城として落成した。
軍学師山鹿素行の設計であり、山鹿流による築城は他に聞かれない。平戸城内には天守閣と別に櫓が建てら
れているが、そのうちの一つ・懐柔櫓からの平戸瀬戸に面した眺めは素晴らしい。この櫓は日本で初めての
宿泊（城泊）が出来る宿泊施設に改装されている。平戸瀬戸の風景と優美な琳派芸術を融合した客室、絶景
を一望できるバスルームなど、華やかな空間に浸ることができる。
� 写真提供・文：押淵徹・国保平戸市民病院長
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